
�．はじめに
本文献リスト・シリーズでは，１９８９年ま

では「集中的グループ経験」「集団精神療

法」のリストは別々に作成されているが，

１９９０年からは２つのジャンルは一緒に収録

されている。以下にこれまでのリストを示

す。

●「集中的グループ経験」に関する文献リ

スト（～１９８９）

（１）野島一彦 １９８３ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（～１９６９）―付：グループ関係者（団

体）名簿〔l９８２年１２月現在〕 福岡大

学人文論叢，１４（４），１４５７―１４７９．

（２）野島一彦 １９８０ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（l９７０～１９８０）九州大学教育学部心理

教育相談室紀要，６，６９―９３．

（３）野島一彦 １９８２ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（l９８l）―付：同リスト〔１９７０～１９８０〕

の追録 九州大学心理臨床研究，１，

８７―９５．

（４）野島一彦 １９８３ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８２）―付：同リスト〔１９７０～１９８１〕

の追録九州大学心理臨床研究，２，l

０７―１l５．

（５）野島一彦 １９８４ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（l９８３）―付：同リスト〔～１９８２〕の

追録およびグループ関係者（団体）名

簿〔１９８３年l２月現在〕 福岡大学人文

論叢，１５（４），１４７９―１５１５．

（６）野島一彦 １９８５ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（l９８４）―付：同リスト〔～１９８３］の

追録およびグループ関係者（団体）名

簿〔１９８４年１２月現在〕 福岡大学人文

論叢，１６（４），１５２７―１５６３．

（７）野島一彦 １９８６ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８５）―付：同リスト〔～１９８４〕の

追録 福岡大学人文論叢，１７（４），７７５

―７９０．

（８）野島一彦 l９８７ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８６）―付：同リスト〔～１９８５〕の

追録 福岡大学人文論叢，１８（４），９０１

―９１４．

わが国の「集中的グループ経験」と「集団精神療法」
に関する文献リスト（２０１８）
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（９）野島一彦 l９８８ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８７）―付：同リスト〔～１９８６〕の

追録 福岡大学人文論叢，l９（４），９８１

―９９４．

（１０）野島一彦 １９８９ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８８）―付：同リスト〔～１９８７〕の

追録 福岡大字人文論叢，２０（４），１３９１

―１４１１．

（１１）野島一彦１９９０ わが国の「集中的グ

ループ経験」に関する文献リスト

（１９８９）―付：同リスト〔～１９８８〕の

追録 福岡大学人文論叢，２l（４），１６６９

―１６８７．

●「集団精神療法」に関する文献リスト

（～１９８９）

（１）野島一彦 １９９１ わが国の「集団精

神療法」に関する文献リスト（～

１９８９）―そのⅠ：単行本，研究論文

福岡大学人文論叢，２３（２），５０l―５３３．

（２）野島一彦 １９９１ わが国の「集団精

神療法」に関する文献リスト（～

１９８９）―そのⅡ：学会発表，翻訳，書

評，海外文献紹介 福岡大学人文論

叢，２３（３），８０１―８３２

●「集中的グループ経験」と「集団精神療

法」に関する文献リスト（１９９０～）

（１）野島一彦 １９９１ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９０）福岡大学人

文論叢，２２（４），l１l５―l１４７．

（２）野島一彦 １９９２ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９１）福岡大学人

文論叢，２３（４），l０８７―ll２４．

（３）野島一彦 １９９３ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９２）福岡大学人

文論叢，２４（４），１ ３４３―１３８２．

（４）野島一彦 １９９４ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９３）福岡大学人

文論叢，２５（４），１８０５―１８ ３４．

（５）野島一彦 l９９５ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９４）福岡大学人

文論叢，２６（４），１８０９―１８ ３４．

（６）野島一彦 １９９６ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９５）福岡大学人

文論叢，２７（４），２０４９―２０７４．

（７）野島一彦・坂中正義 １９９７ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９６）

九州大学心理臨床研究，１６，８１―９９．

（８）野島一彦・坂中正義 １９９８ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９７）

九州大学心理臨床研究，１７，９９―１１２．

（９）野島一彦・坂中正義 １９９９ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９８）

九州大学心理臨床研究，１８，１３５―１５０．

（１０）野島一彦・坂中正義 ２０００ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９９）

九州大学心理臨床研究，１９，１０３―１２０．

（１１）野島一彦・坂中正義 ２００１ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精
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神療法」に関する文献リスト（２０００）

九州大学心理臨床研究，２０，１０３―１２０．

（１２）野島一彦・坂中正義 ２００２ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００１）

九州大学心理臨床研究，２１，１５１―１６８．

（１３）野島一彦・坂中正義 ２００３ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００２）

九州大学心理臨床研究，２２，２０７―２２３．

（１４）野島一彦・坂中正義 ２００４ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００３）

九州大学心理臨床研究，２３，１３１―１４３．

（１５）野島一彦・坂中正義 ２００５ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００４）

九州大学心理臨床研究，２４，１１７―１２８．

（１６）野島一彦・坂中正義 ２００６ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００５）

九州大学心理臨床研究，２５，１３７―１５３．

（１７）野島一彦・坂中正義 ２００７ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００６）

九州大学心理臨床研究，２６，２５１―２６８．

（１８）野島一彦・坂中正義 ２００８ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００７）

九州大学心理臨床研究，２７，１３７―１５２．

（１９）野島一彦・坂中正義 ２００９ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００８）

九州大学心理臨床研究，２８，１６５―１７９．

（２０）野島一彦・坂中正義 ２０１０ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００９）

九州大学総合臨床心理研究，２，１０１―

１２１．

（２１）野島一彦・坂中正義 ２０１１ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１０）

九州大学総合臨床心理研究，３，１８５―

１９８．

（２２）野島一彦・坂中正義 ２０１３ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１１）

九州大学総合臨床心理研究，４，１４３―

１６２．

（２３）野島一彦・坂中正義 ２０１３ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１２）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，９，３―１８．

（２４）野島一彦・坂中正義 ２０１４ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１３）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，１０，３―２５．

（２５）野島一彦・坂中正義 ２０１５ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１４）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，１１，５―２３．

（２６）野島一彦・坂中正義 ２０１６ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１５）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，１２，３―２３．

（２７）野島一彦・坂中正義 ２０１７ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１６）
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跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，１３，３―２４．

（２８）野島一彦・坂中正義 ２０１８ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１７）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，１４，９―２７．

今回のリストは，「集中的グループ経

験」と「集団精神療法」の２０１８年（１月～

１２月）の文献を収録している。また，これ

までのリストにもれたものを追録という形

で収録している。

第Ⅰ部：「集中的グループ経験」

「集中的グループ経験」には，感受性訓

練（ST），Tグループ，ラボトリー・ト

レーニング，グループ・カウンセリング，

健康増進セミナー，自己発見のための合宿

セミナー，自己との出会いのためのグルー

プ合宿，エンカウンター・グループ，グ

ループ・アプローチ，Lグループ，IPR,

CST，行動集団カウンセリング，ゲシュタ

ルト療法，交流分析等が含まれる。主に

＜成長＞，＜訓練＞を目的とするグループ

である。

２０１８年の概況は次のようである。単行本

は，発行されなかった。研究論文は，１８本

で前年より減少した。学会発表（口頭発

表）は，日本心理臨床学会で１５本，日本集

団精神療法学会で１本で前年より減少し

た。翻訳（単行本）は，発行されなかった。

A．単行本

〔該当文献なし〕

B．研究論文

１．林 芳孝 ２０１８ 実習「太郎君のキャ

ンパスツアー」～大学の初年次教育にお

ける友達づくりに向けて～ 日本体験学

習研究所 体験学習実践研究，１７，５６―

６３．

２．今岡まゆみ ２０１８ 職業訓練協会での

若年者ステップアップ研修報告 新人の

指導・育成できる，頼れる先輩社員にな

るために 日本体験学習研究所 体験学

習実践研究，１７，２６―２８．

３．金子周平 ２０１８ ラージ・グループに

みられる構造化とメンバーの自発性 人

間性心理学研究，３６，（１），３３―４４．

４．岸田美穂 ２０１８ 実践報告：感性や創

造性を楽しみながら，これからの姿を描

こう！ 私たちの◯◯を発見─クリエイ

ティブ実習─ 日本体験学習研究所 体

験学習実践研究，１７，２９―３５．

５．西野秀一郎 ２０１８ 臨床心理初学者の

９回目のベーシック・エンカウンター・

グループ体験の報告と考察 跡見学園女

子大学文学部臨床心理学科紀要，６，９７

―１０９．

６．西野秀一郎 ２０１８ 臨床心理士を目指

す大学院生の継続型ベーシック・エンカ

ウンター・グループ体験による心理的効

果の研究─アイデンティティの模索の促

進に焦点を当てて 跡見学園女子大学附

属心理教育相談所紀要，１４，６７―７９．

７．野島一彦 ２０１８ グループ・ファシリ

テーターを育てる 跡見学園女子大学文

学部臨床心理学科紀要，６，９―１９．

８．野島一彦 ２０１８ 三タイプのエンカウ

ンター・グループについての検討 跡見

学園女子大学附属心理教育相談所紀要，
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１４，３―８．

９．岡田衣津子 ２０１８ コミュニティづく

りにおけるファシリテーション─”我が

事・丸ごとの地域力”を高めるために─

日本体験学習研究所 体験学習実践研

究，１７，３６―４１．

１０．大橋佳奈 ２０１８ ベーシック・エンカ

ウンター・グループの体験の報告と考察

跡見学園女子大学附属心理教育相談所紀

要，１４，１２３―１２５．

１１．大沢知隼・橋本塁他 ２０１８ 注意バイ

アス修正訓練を取り入れた集団ソーシャ

ルスキルトレーニングが児童生徒のソー

シャルスキルの維持と般化に及ぼす影響

─報酬への感受性の高低による効果の違

いの比較─ 教育心理学研究，６６，３００―

３１２．

１２．坂中正義 ２０１８ 初学者向けパーソン

センタード・アプローチ・ワークショッ

プの試み─自身との対話をベースとした

中核３条件と傾聴の体験的理解をめざし

て─ 南山大学人間関係研究センター紀

要「人間関係研究」１７，２４―５４．

１３．坂中正義 ２０１８ グループ・アプロー

チ 野島一彦・岡村達也編「臨床心理学

概論（公認心理師の基礎と実践 第３

巻）」遠見書房，第９章，１１３―１２６．

１４．鈴木由子 ２０１８ 実習「UFO」～コミ

ュニケーション実習として～ 日本体験

学習研究所 体験学習実践研究，１７，５０

―５５．

１５．津村俊充 ２０１８ グループプロセスを

とらえる視点を考える 日本体験学習研

究所 体験学習実践研究，１７，１―９．

１６．津村俊充 ２０１８ コンセンサス実習を

実践するための２つの実習教材 日本体

験学習研究所 体験学習実践研究，１７，

４２―４９．

１７．山口豊一・大橋佳奈 ２０１８ 固定化さ

れた人間関係にある中学生に対する介入

研究─SGEを用いた効果研究 跡見学園

女子大学附属心理教育相談所紀要，１４，

５１―６５．

１８．山本春香・能祖美幸 ２０１８ 小学生の

アサーション・トレーニングに関する質

的研究─KJ法による自由記述の分析を

通して─ 神戸学院大学心理臨床カウン

セリングセンター紀要，１１，５５―６４．

C．学会発表

１．木村能成・西村 馨 ２０１８「学校で

それやったら終わりだよ！」─児童期グ

ループにおけるメンタライゼーション─

日本心理臨床学会第３７回発表論文集，

１７１．

２．黒木幸敏 ２０１８ アサーション・ト

レーニングの効果に関する実践研究─中

学校学級を対象とした実践から，主張性

と自尊感情への影響について─ 日本心

理臨床学会第３７回発表論文集，４１．

３．宮腰辰男・坂本佑馬他 ２０１８ セクシ

ャル・マイノリティのサポートグループ

─参加者のグループ体験について─ 日

本心理臨床学会第３７回発表論文集，３８５．

４．長野恵子・西村麻希他 ２０１８ 県外か

らの避難者に対するグループ支援活動の

プロセス（第６報）─東日本大震災から

７年を経過して─ 日本心理臨床学会第

３７回発表論文集，１４８．

５．中村志寿佳・�橋紀子他 ２０１８ 中学

生を対象とした「こころの授業」の実践

と課題 日本心理臨床学会第３７回発表論
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文集，２２３．

６．那須里絵・西村 馨 ２０１８ 子どもの

グループセラピーにおけるメンタライジ

ングアプローチ─児童期と思春期のグ

ループを比較した検討─ 日本心理臨床

学会第３７回発表論文集，１７０．

７．日本心理臨床学会第３７回 ２０１８ 自主

シンポジウム：摂食障害と関わる臨床家

向けの自助グループ─有効な摂食障害治

療についての再考（２）─ 日本心理臨床

学会第３７回発表論文集，４６９．

企画者：竹田 剛

司会者：竹田 剛

話題提供者：武久千夏

指定討論者：小原千郷

８．日本心理臨床学会第３７回 ２０１８ 自主

シンポジウム：対象者の特性に応じたサ

ポート・グループの作り方─先行事例か

ら考える─ 日本心理臨床学会第３７回発

表論文集，４７１．

企画者：大河内範子・高松 里

司会者：高松 里

話題提供者：宮腰辰男・板東充彦・大

河内範子

指定討論者：村山正治

９．日本心理臨床学会第３７回 ２０１８ 自主

シンポジウム：臨床事例における「つま

づき」について考える（９）─クライエン

トと他職種の関係性が面接に及ぼす影響

─ 日本心理臨床学会第３７回発表論文

集，４７７．

企画者：安藤友祐

司会者：松川春樹

話題提供者：東海林 渉・内田美子・

大島進吾

指定討論者：池田忠義

１０．西野秀一郎 ２０１８ 継続型ベーシッ

ク・エンカウンター・グループにおける

初めてのファシリテーションの考察─自

身のファシリテーションを振り返って─

日本心理臨床学会第３７回発表論文集，

１４７．

１１．野島一彦 ２０１８ ３タイプのエンカウ

ンター・グループについての検討 日本

集団精神療法学会第３５回大会発表論文

集，３４―３５．

１２．大河内範子・田村節子 ２０１８ 膠原病

サポート・グループ参加によるメンバー

の心理的変容過程 日本心理臨床学会第

３７回発表論文集，２８１．

１３．瀬戸山悠 ２０１８ 放課後児童クラブに

おける集団遊びプログラム導入の試み─

要配慮児童に対する支援を目指して─

日本心理臨床学会第３７回発表論文集，

１６５．

１４．柴田由起・森本美奈子 ２０１８ 軽度発

達障がい児を対象とした集団SSTプログ

ラムの検討 日本心理臨床学会第３７回発

表論文集，４３９．

１５．山本文枝・西 まゆみ他 ２０１８ 大学

生のコミュニケーション能力育成のため

の臨床心理学的カリキュラムの開発（５）

─グループワークの試行的実施による検

討─ 日本心理臨床学会第３７回発表論文

集，４２５．

１６．山本春香 ２０１８ 小学生のアサーショ

ン・トレーニングに関する質的研究─

KJ法による自由記述の分析をとおして

─ 日本心理臨床学会第３７回発表論文

集，４３３．
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D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

〔該当文献なし〕

F．海外文献紹介

１．Edgar H.Schein 1982 ”What To Ob-

serve in a Group”, Edited by Lawrence

Porter, Ed.D., and Bernard Mohr, M.

Ed. , Seventh Edition, NTL Institute.

Reading Book for Human Relations

Training, 72―74.（岸田美穂・津村俊充

２０１８ グループで観察すること 体験学

習実践研究，１７，１０―１４．）

２．Kenneth Bledin 2006 Empty Spaces in

Group―Analysis Psychotherapy Groups,

Group Analysis. 39, 203―213.（柴田応介

紹介，２０１８，グループ・アナシリスの精

神療法グループにおける空虚な空間，集

団精神療法，３４（２），２２０―２２３．

３．Larry Porter 1982 ” Group Norm :

Some Things Can’t Be Legislated”, Ed-

ited by Lawrence Porter, Ed.D., and Ber-

nard Mohr, M.Ed., Seventh Edition, NTL

Institute. Reading Book for Human Rela-

tions Training, 78―80.（岡田衣津子・津

村俊充 ２０１８ グループの規範：決めら

れないもの 体験学習実践研究，１７，２１―

２５．）

４．Richard C. Weber 1982 ”The Group :

A Cycle from Birth to Death”, Edited by

Lawrence Porter, Ed.D., and Bernard

Mohr, M.Ed., Seventh Edition, NTL In-

stitute. Reading Book for Human Rela-

tions Training, 68―71.（林 芳孝・津村

俊充 ２０１８ グループ：誕生から終焉の

サイクル 体験学習実践研究，１７，１５―

２０．）

付：「集中的グループ経験」に関する文献

リスト〔～２０１７〕の追録

A．単行本

〔該当文献なし〕

B．研究論文

１．林 芳孝 ２０１６ 実習「パワーをGET

しろ！Ver．２～勝つ？勝たせる？～」

日本体験学習研究所 体験学習実践研

究，１５，５５―６３．

２．平木典子 １９９９ Tグループと私

JLTAシリーズ，８．

３．今岡まゆみ ２０１６ 労働組合研究会で

の「ハラスメント防止のためのアサーシ

ョン」研修実践報告 日本体験学習研究

所 体験学習実践研究，１５，３７―４０．

４．岸 田 美 穂 ２０１６ NTLのREADING

BOOKから「ジョハリの窓」を読み解く

日本体験学習研究所 体験学習実践研

究，１５，１２―１５．

５．岸田美穂 ２０１７ チームアセスメント

インベントリーを用いたチーム・ビルデ

ィング研修 私を生かす，相手を生かす

チームへのかかわり 日本体験学習研究

所 体験学習実践研究，１６，５０―５３．

６．北倉武昭 ２０１６ 全身体験型実習のふ

りかえりを考えるウェビング・テープを

使ったチームビルディング『ラクーン・

サークル』を用いて 日本体験学習研究

所 体験学習実践研究，１５，３２―３６．

７．松場俊夫 ２０１７「上司にするならど
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っち？」partⅠ オリジナル編 日本体

験学習研究所 体験学習実践研究，１６，

５４―５８．

８．松 浦 光 和 ２０１５ Basic Encounter

Group における「自己認知」「グループ

認知」の変化の研究 宮城学院女子大学

研究論文集，１２１，４５―５４．

９．松浦光和・清水幹夫 ２０１３ Basic

Encounter Group 参加者の所感の分類

（Ⅱ）─ファシリテーターについて─ 宮

城学院女子大学研究論文集，１１６，２７―

３８．

１０．二階堂 聡・小木曽 仁美 ２０１６

「デザインコピー」の実践報告 日本体

験学習研究所 体験学習実践研究，１５，

１６―２４．

１１．岡田衣津子 ２０１７ 対話を通じたコミ

ュニティへの参加─ラーニングカフェ

FOR CHANGEの実践─ 日本体験学習

研究所 体験学習実践研究，１６，３８―４４．

１２．岡田衣津子・杉山郁子 ２０１６ 実習

「百人一首がやりたい！」実習づくりフ

ァシリテーター・トレーニングの実践か

ら 日本体験学習研究所 体験学習実践

研究，１５，４５―５４．

１３．杉山郁子 ２０１７「上司にするならど

っち？」partⅡ アレンジ編 日本体験

学習研究所 体験学習実践研究，１６，５５

―６４．

１４．鈴木健史 ２０１６ 保育ファシリテー

ター養成講座の実施と今後の課題 日本

体験学習研究所 体験学習実践研究，

１５，２５―３１．

１５．鈴木由子 ２０１６ A病院におけるコミ

ュニケーション研修のプログラムを考え

る─２日間の集中研修と１日のフォロー

アップ研修─ 日本体験学習研究所 体

験学習実践研究，１５，４１―４４．

１６．鈴木由子 ２０１７ 緩和ケア認定看護師

教育課程における対人演習研修 効果的

なコミュニケーションの５つの要素 日

本体験学習研究所 体験学習実践研究，

１６，４５―４９．

１７．鈴木研司・平山栄治 ２０１７ ロールシ

ャッハテストから見たエンカウンター・

グループ効果に関する事例研究 心理臨

床学研究，３４（６），５９２―６０３．

１８．津村俊充 ２０１７ 組織実習「グリーテ

ィングカード」※対話型組織開発アプ

ローチの学びの実践として 日本体験学

習研究所 体験学習実践研究，１６，２３―

３７．

C．学会発表

〔該当文献なし〕

D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

〔該当文献なし〕

F．海外文献紹介

１．J.Luft 1982 ”The Johari Window : A

Graphic Model of Awareness in Interper-

sonal Relations” , Edited by Lawrence

Porter, Ed.D., and Bernard Mohr, M.

Ed. , Seventh Edition, NTL Institute.

Reading Book for Human Relations

Training, 34―35.（岡田衣津子・津村俊充

２０１６ ジョハリの窓：対人関係における

気づきのグラフ式モデル 体験学習実践
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研究，１５，９―１１．）

２．Kathy M, Lippert・W Brendan Reddy

1982 ”Re―entry, or, You Can Go Home

Again ─Appropriately”, Edited by Law-

rence Porter, Ed.D., and Bernard Mohr,

M.Ed., Seventh Edition, NTL Institute.

Reading Book for Human Relations

Training, 87―90.（岡田衣津子・津村俊充

２０１７ リエントリーすること，または，

あなたは日常に戻ることができる ─適

切に─ 体験学習実践研究，１６，４―９．）

３．L.Porter・B.Mohr 1982 ”Conditions

For Laboratory Learning” , Edited by

Lawrence Porter, Ed.D., and Bernard

Mohr, M.Ed., Seventh Edition, NTL In-

stitute. Reading Book for Human Rela-

tions Training.（林 芳孝・津村俊充

２０１６ ラボラトリーでの学びの条件 体

験学習実践研究，１５，４―５．）

４．Larry Porter 1982 ”The Learning’s in

the Flight, But the Payoff’s in the Land-

ing”, Edited by Lawrence Porter, Ed.D.,

and Bernard Mohr, M.Ed., Seventh Edi-

tion, NTL Institute. Reading Book for

Human Relations Training, 87―90.（林

芳孝・津村俊充 ２０１７ 学びは飛んでい

るときに，しかし学びの結果は着地のと

きに 体験学習実践研究，１６，１０―１５．）

５．Morley Segal 1982 ”Yes, But Was This

Experience Real?”, Edited by Lawrence

Porter, Ed.D., and Bernard Mohr, M.

Ed. , Seventh Edition, NTL Institute.

Reading Book for Human Relations

Training, 81―82.（林 芳孝・津村俊充

２０１７「なるほどそうだが，しかしこの

体験は現実だったのか？」 体験学習実

践研究，１６，１―３．）

６．Robert T. Golembiewski 1999 ” Per-

spectives on the T Group and Labora-

tory Learning ” , Edited by Alfred L.

Cooke, Michael Brzzel, Argentine Saun-

ders Craig, and Barbara Greig, 8th Edi-

tion, NTL Institute. Reading Book for

Human Relations Training, 183―187.（岸

田美穂・岡田衣津子 ２０１７ Tグループ

とラボラトリー学習に関する展望 体験

学習実践研究，１６，１６―２２．）

７．S.L.Colantuono 1982 ”Hands―on” or ”

Head―trip”…How Do You Learn Best?,

Edited by Lawrence Porter, Ed.D., and

Bernard Mohr, M.Ed., Seventh Edition,

NTL Institute. Reading Book for Human

Relations Training, 6―7.（林 芳 孝・津

村俊充 ２０１６ ”やってみる”か”頭で

考える”か…どう学ぶのがよいか？ 体

験学習実践研究，１５，６―８．）

第Ⅱ部：「集団精神療法」

「集団精神療法」には，集団心理療法，グ

ループ・セラピィ，心理劇（サイコドラ

マ），活動集団療法，集団遊戯療法，集団

分析，グループワーク，治療キャンプ，集

団絵画療法，音楽療法，生活技能訓練

（SST），デイケア，治療共同体，ソーシャ

ル・クラブ，セルフ・ヘルプ・グループ，

ダンス療法，グループ連動表現療法，レク

リェーション療法等が含まれる。主に＜治

療＞を目的とするグループである。

２０１８年の概況は次のようである。単行本

は，発行されなかった。研究論文は，２１本

で前年より減少した。学会発表（口頭発
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表）は，日本集団精神療法学会で２７本で前

年より減少した。翻訳（単行本）は，発行

されなかった。

A．単行本

〔該当文献なし〕

B．研究論文

１．伊達真理子・藤江朋美他 ２０１８ 家族

支援プログラム活動報告 医療法人コミ

ュノテ風と虹 ２０１７年度臨床活動報告論

文集，７６―７９．

２．今村仁美・城後弓子他 ２０１８ アル

コールグループ活動報告 医療法人コミ

ュノテ風と虹 ２０１７年度臨床活動報告論

文集，３７―４１．

３．勇 博幸・�田瑞穂他 ２０１８ のみも

の依存症グループ活動報告 医療法人コ

ミュノテ風と虹 ２０１７年度臨床活動報告

論文集，８０―８２．

４．門脇いづみ ２０１８ 私とロザリーとグ

ループと 集団精神療法，３４（２），２２８．

５．甲斐千穂・後田純子他 ２０１８「薬物

依存症グループ」活動報告 医療法人コ

ミュノテ風と虹 ２０１７年度臨床活動報告

論文集，６０―６３．

６．加藤 愛 ２０１８ 学会印象記：日本心

理教育・家族教室ネットワーク第２１回研

究集会 沖縄大会 集団精神療法，３４

（２），２２９―２３０．

７．加 藤 祐 介 ２０１８ IPA Asia―Pacific

Conference 2018 TOKYO. IPA アジア太

平洋精神分析カンファレンス 東京大会

に参加して─「依存」をテーマにした相

互交流を通して学んだこと─ 集団精神

療法，３４（２），２３１―２３２．

８．古賀禎也・馬郡芳弥他 ２０１８ ギャン

ブルグループ活動報告 医療法人コミュ

ノテ風と虹 ２０１７年度臨床活動報告論文

集，９５―９８．

９．森 智秀・浦上枝里子他 ２０１８ ゲー

ム・ネット依存グループ 活動報告 医

療法人コミュノテ風と虹 ２０１７年度臨床

活動報告論文集，１０３―１０７．

１０．中本智恵美 ２０１８ グループと時間の

流れ 集団精神療法，３４（２），２１５．

１１．中島幸良・越智貴紀他 ２０１８ クロザ

リルグループ 活動報告 医療法人コミ

ュノテ風と虹 ２０１７年度臨床活動報告論

文集，１０８―１０９．

１２．尾上明代・神宮京子 ２０１８ ドラマセ

ラピーの漸進的発展─架空から現実へ─

集団精神療法，３４（２），２２４―２２８．

１３．才田康成・田中智子他 ２０１８ 生活習

慣改善グループ 活動報告 医療法人コ

ミュノテ風と虹 ２０１７年度臨床活動報告

論文集，８３―８６．

１４．七田雅史・吉川紗加他 ２０１８ 学習グ

ループ 活動報告 医療法人コミュノテ

風と虹 ２０１７年度臨床活動報告論文集，

８７―９１．

１５．重松順子・稲永 要他 ２０１８ うつ病

の集団精神療法（Dグループ）活動報告

医療法人コミュノテ風と虹 ２０１７年度臨

床活動報告論文集，７２―７５．

１６．田 中 怜 子 2018 GASi 43rd Winter

Workshop 2018 NORTHFIELD REVIS-

ITED 参加体験記 集団精神療法，３４

（２），２３３―２３５．

１７．徳永浩子・古賀禎也他 ２０１８ ACグ

ループ 活動報告 医療法人コミュノテ

風と虹 ２０１７年度臨床活動報告論文集，
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５６―５９．

１８．上田玲実・山口まどか他 ２０１８ 摂食

障害グループ 活動報告 医療法人コミ

ュノテ風と虹 ２０１７年度臨床活動報告論

文集，６４―６６．

１９．山口まどか・大川稚衣他 ２０１８ ウィ

メンズグループ活動報告 医療法人コミ

ュノテ風と虹 ２０１７年度臨床活動報告論

文集，６７―７１．

２０．矢野夕紀・河原久人他 ２０１８ 措置

ミーティング活動報告 医療法人コミュ

ノテ風と虹 ２０１７年度臨床活動報告論文

集，９２―９４．

２１．米澤隆仁・甲斐 壮他 ２０１８ ソーシ

ャライジングクラブ 活動報告 医療法

人コミュノテ風と虹 ２０１７年度臨床活動

報告論文集，９９―１０２．

C．学会発表

１．安達佳代・横山太範 ２０１８ 日本集団

精神療法学会第３５回大会 事例検討：グ

ループメンバーが二分化した際のコンダ

クターの関わりについて 集団精神療

法，３４（２），２１６―２１７．

２．相田信男・西村 馨他 ２０１８ 日本集

団精神療法学会第３５回大会自主ワークシ

ョップ：「不祥事」（あるいは「Dr.Y問

題」）と呼ばれる出来事と学会の「トラ

ウマ」をめぐって─２２年目のふり返り─

集団精神療法，３４（２），２１３―２１５．

３．後藤龍太 ２０１８ 日本集団精神療法学

会第３５回大会シンポジウム：今そこに棲

むグループな力─それぞれの現場からの

活動報告─多様な支援者が集うコミュニ

ティづくりの実践─「シンタの集い」８

年間の”かたち”─ 集団精神療法，３４

（２），１６６―１６８．

４．東端憲仁 ２０１８ 日本集団精神療法学

会第３５回大会大会長講演：一地方病院の

経験 集団精神療法，３４（２），１３８―１４６．

５．東端憲仁・吉野淳一 ２０１８ 日本集団

精神療法学会第３５回大会 シンポジウ

ム：今そこに棲むグループな力─それぞ

れの現場からの活動報告─ シンポジウ

ムまとめ 集団精神療法，３４（２），１７２―

１７３．

６．二口之則 ２０１８ 日本集団精神療法学

会第３５回大会 大会企画：「現場から学

ぶ」７．自助 自助グループ・サポートグ

ループに参加して 集団精神療法，３４

（２），１８８―１８９．

７．藤澤美穂・藤 信子他 ２０１８ 日本集

団精神療法学会第３５回大会 自主ワーク

ショップ：東日本大震災等の相互支援グ

ループⅦ 集団精神療法，３４（２），２１１―

２１２．

８．藤澤希美・高橋 馨他 ２０１８ 日本集

団精神療法学会第３５回大会 自主ワーク

ショップ：〈こうえん〉─自分が大切に

するもの─ 集団精神療法，３４（２），２０６

―２０７．

９．伊藤美子 ２０１８ 日本集団精神療法学

会第３５回大会 シンポジウム：今そこに

棲むグループな力─それぞれの現場から

の活動報告─食べて学んで遊べる─みん

なと一緒だから─ 集団精神療法，３４

（２），１６３―１６５．

１０．鎌田明日香・青陽千果他 ２０１８ 日本

集団精神療法学会第３５回大会 大会企

画：「現場から学ぶ」３．学校教育 学

校で，そこに棲む”グループな力”を活

用する─学校集団力動，ことはじめ─
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集団精神療法，３４（２），１７８―１８０．

１１．鴨澤あかね・大島寿美子他 ２０１８ 日

本集団精神療法学会第３５回大会 自主

ワークショップ：”機能的サブグルー

プ”で対人コミュニケーションを学ぶ

集団精神療法，３４（２），１９３―１９４．

１２．梶本浩史・鎌田明日香他 ２０１８ 日本

集団精神療法学会第３５回大会 自主ワー

クショップ：スクールカウンセラーX集

団精神療法─学校でおきることを精神集

団療法的な視点と方法で検討する─ 集

団精神療法，３４（２），１９７―１９８．

１３．木下香織 ２０１８ 日本集団精神療法学

会第３５回大会 事例検討：精神科病院に

おける女性グループ─患者と看護師の相

互交流の場としての挑戦─ 集団精神療

法，３４（２），２１８―２１９．

１４．水上真理子・渡部京太 ２０１８ 日本集

団精神療法学会第３５回大会 大会企画：

「現場から学ぶ」４．児童 集団の中で子

ども達と関わりあう 集団精神療法，３４

（２），１８１―１８２．

１５．みなこ・みか ２０１８ 日本集団精神療

法学会第３５回大会 シンポジウム：今そ

こに棲むグループな力─それぞれの現場

からの活動報告─こんなグループもあり

�─摂食自助のゆるーい繋がり─ 集団

精神療法，３４（２），１６９―１７１．

１６．望月洋介・伊藤香南子他 ２０１８ 集団

行動活性化療法を主軸としたうつ病デイ

ケアの効果検討（その２）─行動活性化

指標を用いた効果検討─ 日本心理臨床

学会第３７回発表論文集，２６８．

１７．望月洋介・竹市 峻他 ２０１８ 集団行

動活性化療法を主軸としたうつ病デイケ

アの効果検討（その１）─デイケア導入

前後の各評価尺度の比較を通じて─ 日

本心理臨床学会第３７回発表論文集，２６７．

１８．望月洋介・田代 順 ２０１８ 日本集団

精神療法学会第３５回大会 自主ワークシ

ョップ：ナラティブなグループアプロー

チを体験する〈その８〉─体験グループ

にリフレクティングを応用する─ 集団

精神療法，３４（２），２０８―２１０．

１９．向谷地生良・橋本侑治他 ２０１８ 日本

集団精神療法学会第３５回大会 特別講

演：対話の持つ力─オープンダイアロー

グと当事者研究が拓く世界─ 集団精神

療法，３４（２），１４７―１５８．

２０．室城隆之 ２０１８ 日本集団精神療法学

会第３５回大会 自主ワークショップ：ゲ

シュタルト療法ワークショップ─集団精

神療法としてのゲシュタルト療法─ 集

団精神療法，３４（２），２０２―２０３．

２１．鳴海紗恵 ２０１８ 日本集団精神療法学

会第３５回大会 シンポジウム：今そこに

棲むグループな力─それぞれの現場から

の活動報告─集って食べて話す─ネモフ

ィラの分かちあい─ 集団精神療法，３４

（２），１６０―１６２．

２２．二之宮正人・福澤宏之他 ２０１８ 日本

集団精神療法学会第３５回大会 自主ワー

クショップ：急性期病棟と地域における

グループの実際と意義─急性期治療から

地域生活支援への動向を踏まえて─ 集

団精神療法，３４（２），１９５―１９８．

２３．埜瀬ゆり恵・小黒明日香他 ２０１８ 日

本集団精神療法学会第３５回大会 大会企

画：「現場から学ぶ」２．組織（職場

等）”感情労働”の現場に棲む”グルー

プな力”を活かそう！ 集団精神療法，

３４（２），１７６―１７７．
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２４．重泉敏聖・清水耕策他 ２０１８ 日本集

団精神療法学会第３５回大会 大会企画：

「現場から学ぶ」１．コミュニティ 街

づくりからみたグループ 集団精神療

法，３４（２），１７４―１７５．

２５．下川亜弥子・岡本峰淑 ２０１８ 臨床心

理士が療育でできること（２）─４．５歳児へ

のグループワーク実践例をもとに─ 日

本心理臨床学会第３７回発表論文集，１１３．

２６．鈴木育美・宮城崇史 ２０１８ 日本集団

精神療法学会第３５回大会 大会企画：

「現場から学ぶ」５．司法・厚生 女性

受刑者に対する薬物依存離脱指導修了後

の「フォローアップ・グループ」 集団

精神療法，３４（２），１８３―１８５．

２７．竹市 峻・望月洋介他 ２０１８ 集団行

動活性化療法を主軸としたうつ病デイケ

アの効果検討（その３）─介入効果に影

響を与える要因の検討─ 日本心理臨床

学会第３７回発表論文集，２６９．

２８．藤堂信枝・高林健示他 ２０１８ 日本集

団精神療法学会第３５回大会自主ワークシ

ョップ：戦争体験のシェアリングに向け

た試み 集団精神療法，３４（２），２０４―

２０５．

２９．渡部京太・西村 馨他 ２０１８ 日本集

団精神療法学会第３５回大会自主ワークシ

ョップ：子どものグループを考える─施

設に入所している子どもとの集団精神療

法の実践を通して治療構造を考える─

集団精神療法，３４（２），１９９―２０１．

３０．吉野 良・常盤野晴子他 ２０１８ 日本

集団精神療法学会第３５回大会大会企画：

「現場から学ぶ」６．地域での支援 地

域での支援現場に棲む”グループな力”

を活用する 集団精神療法，３４（２），１８６

―１８７．

３１．神宮京子 ２０１８ 日本集団精神療法学

会第３５回大会自主ワークショップ：グ

ループの多彩な力を体感する─ダンス／

ムーブメントセラピーを通して─”機能

的サブグループ”で対人コミュニケーシ

ョンを学ぶ 集団精神療法，３４（２），１９０

―１９２．

D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

〔該当文献なし〕

F．海外文献紹介

１．柴田応介 ２０１８ グループ・アナリシ

スの精神療法グループにおける空虚な空

間 日本集団精神療法，３４（２），２２０―

２２３．

付：「集団精神療法」に関する文献リスト

〔～２０１７〕の追録

A．単行本

〔該当文献なし〕

B．研究論文

１．永山智之 ２０１７ 自閉スペクトラム症

と診断された青年への個人療法とグルー

プ活動のコンバインド・セラピー 心理

臨床学研究，３５，（５），５２６―５３７

C．学会発表

〔該当文献なし〕

－ 21－



D．翻訳

１．W.Brendan Reddy 1994 INTERVEN-

TION SKILLS Process Consultaition for

Small Groups and Teams（津村俊充監訳

／林 芳孝・岸田美穂・岡田衣津子訳

２０１８インターベンション・スキルズ

チームが動く，人が育つ，介入の理論と

実践 金子書房）

E．書評

〔該当文献なし〕

F．海外文献紹介

〔該当文献なし〕

〔お願い〕

リストに収録した文献の記述上の誤りを

見つけられた方，もれている文献を御存知

の方は．野島まで御連絡願えれば幸いであ

る。

連絡先 〒３５２―８５０１

埼玉県新座市中野１―９―６

跡見学園女子大学心理学部

野島一彦

TEL ０４８―４７８―４２５２

FAX ０４８―４７８―３４７５

E―mail nojima@atomi.ac.jp

URL http : //nojimakazuhiko.

jimdo.com/
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